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平成17 年12 月期第3 四半期（平成17 年1 月1 日から平成17 年9 月30 日まで）財務・業績の概況について 

 

株式会社アルプス技研の平成17 年12 月期第3 四半期（平成17 年1 月1 日から平成17 年9 月30 日まで）財務・業績 

の概況のうち、業績の概況につきまして下記ご説明申し上げます。 

 

【Ⅰ】連結業績 

（１）連結業績の主要数値 

       売 上 高   １５，１８８百万円 （前年同期比 ５６２百万円増、  ３．８％増） 
       営 業 利 益        １，０４６ 〃  （  同     ５百万円減、  ０．５％減）  
       経 常 利 益        １，０６９ 〃  （  同    ２６百万円増、  ２．６％増） 
       第3 四半期（当期）純利益         ６１７ 〃  （  同      ９３百万円増、 １７．８％増） 
 

 （２）連結事業のセグメント別売上 

       アウトソーシングサービス事業   １４，２４７百万円 （前年同期比 １，０３７百万円増、  ７．９％増） 
       その他事業                 ９４１ 〃  （  同       ４７４百万円減、  ３３．５％減） 

  

   《ご参考：前年の主要セグメント別売上》 

       派遣事業      １０，４１０百万円（前年同期比 １，８２６百万円増、２１．３％増） 
       請負事業       ４，７０１  〃 （  同     １，２８４百万円減、２１．５％減） 

 

第３四半期連結業績は期初予想通り増収・増益基調になっています。 

増収となっている要因は、売上高の 83％を占めるアルプス技研は前年同期比52 百万円、0.4％の減収ですが（要因 

の詳細は【Ⅱ】の個別業績欄にてご説明）、ローエンドの技術者派遣を事業の中心としている子会社アルプスビジネス 

サービス（当社出資比率100％、売上高前年同期比 400 百万円、 31.6％の増）、台湾で製造機械の据付工事を主たる 

事業としている海外現地法人子会社アルテックシャイン（同95.0％、同 318 百万円、163.3％の増）が寄与しています。 

利益面では、中間期までは上半期の先行投資（募集費や教育研修費等）による販管費増によりマイナス影響を与えていま 

したが、7 月以降は売上高に占める販管費割合が低減化し（売上高に占める販管費割合：1～3 月16.8％、4～6 月19.0％、 

7～9 月15.1％）、経常利益は 26 百万円、2.6％の増、第3 四半期（当期）純利益は 93 百万円、17.8％の増益になっています。 

なお「その他事業」で減収要因となっていました半導体製造装置会社への売上減につきましては、前年10～12 月の売上 

実績が 1 百万円/3 ヶ月であり、今期10～12 月の売上成長率には大きな影響を及ぼさないと想定しています。 

 

 

【Ⅱ】個別（アルプス技研）業績 

（１） 個別（アルプス技研）業績の主要数値 

  売 上 高  １２，７２５百万円 （前年同期比  ５２百万円減、 0.4％減） 

  営 業 利 益          ８９０  〃  （  同    60 百万円減、 6.4％減） 
  経 常 利 益         ９３５  〃  （  同    52 百万円減、 5.3％減） 

 第 3 四半期（当期）純利益         ５４５  〃  （  同     105 百万円増、24.1％増） 

 

 株式会社 アルプス技研 
 



（２）個別（アルプス技研）事業のセグメント別売上 

      アウトソーシングサービス事業      １２，０１２百万円 （前年同期比 ４８４百万円増、 ４．２％増） 

      その他事業                     ７１２ 〃  （  同     ５３６百万円減、４３．０％減） 
 

《ご参考：前年の主要セグメント別売上》 

    派遣事業    ９，３９６百万円（前年同期比 １，３９７百万円増、１７．５％増） 

    請負事業    ３，３２１  〃 （  同     １，４５２百万円減、３０．４％減） 

 

第３四半期個別（アルプス技研）業績は、前年同期比で当期純利益を除き減収・減益となっています。 

「アウトソーシングサービス事業」は、派遣を中心に単価改定（9 月平均前年同月比＋3.5％）や新卒本格稼働（9 月稼働率  

98.0％）等により順調に成長していますが、蓼科テクノパークにおける半導体製造装置会社に対する売上減の影響を受け 

「その他事業」は前年同期より大幅な減収状態にあり、売上高合計は前年同期比で 0.4％の減収となっています。 

売上総利益は、利益率の高い「アウトソーシングサービス事業」の高成長で前年同期比288 百万円、10.6％の増益ですが、 

上半期に先行投資した募集費等による販管費増（同348 百万円、19.6％の増）によって営業利益、経常利益とも減益と 

なっています。なお売上高に占める販管費割合は 7 月以降低減化（1～3 月16.7％、4～6 月19.1％、7～9 月14.4％）して 

います。 

（因みに 1～3 月、4～6 月、７～9 月の営業利益、経常利益の前年同期比は、次のとおり推移しています。 

営業利益： 36.0％減、8.6％減、37.5％増     経常利益： 35.8％減、2.6％減、37.7％増） 

また第3 四半期（当期）純利益が増益（前年同期比 105 百万円、24.1％の増）となっていますのは、前期特別損失に計上し 

た関係会社株式評価損（130 百万円）の影響によるものです。 

 

業種別売上では、家電メーカー向け売上高の伸び率が最も高く、前年同期比20.7％増となりました。売上構成比で最大で 

ある自動車及び部品メーカー向け売上高につきましては、同3.7％増でした。これにより、売上高に占める業種別構成比は、 

家電メーカー向けが 9.7％から 11.8％に、自動車及び部品メーカー向けは 21.5％から 22.4％となっています。 

 

 （３） 派遣稼働率、派遣稼働時間、派遣単価（ （ ）内は前年同期） 

                                                            

     【合計】            １～３月         ４～６月           ７～９月         １～９月    

    稼 働 率（％）       ９７．２（９８．２）     ８９．５（９１．７）      ９６．８（９７．８）     ９４．５（９５．８） 

    稼働時間（H/月）     １８１．２（１８８．５）   １８０．１（１８３．４）    １７６．５（１８２．８）   １７９．２（１８４．７） 

    単 価（￥/H）     ３，２２０（３，１９９）   ３，３０８（３，２４１）    ３，３２８（３，２１１）   ３，２８７（３，２１８） 

 

      【除く新卒】          １～３月          ４～６月          ７～９月          １～９月 

     稼 働 率（％）     ９７．２（９８．２）      ９７．４（９７．８）      ９７．１（９８．１）      ９７．２（９８．０） 

    稼 働 時 間（H/月）   １８１．２（１８８．５）    １８２．１（１８６．３）    １７６．８（１８２．５）    １８０．０（１８５．７） 

    単 価（￥/H）   ３，２２０（３，１９９）    ３，３２６（３，２８６）    ３，３６９（３，２８３）    ３，３０６（３，２５７） 

 

稼働時間につきましては、労基法上の観点から各顧客サイドも含め遵法精神を重視している結果前年より減じていますが、 

その分を稼働人数と単価でカバーしています。 

 

 

 

以上 

 


